
平成２９年度  陽南小学校 学校評価書 
１ 教育目標（目指す児童生徒像含む） 

心身ともに健康で創造性に富み，心豊かで実践力のある児童を育成する。 

【具体目標】              【目指す児童像】 

(1)自ら学び，ねばり強く努力する児童……楽しく学ぶ子【かしこく】（自主・思考・判断・創造） 

(2)思いやりをもち，助け合う児童…………仲よく助け合う子【なかよく】 (思いやり・責任・協調・協力） 

(3)健康と安全に留意し，元気に活動する児童……元気に活動する子【たくましく】（明朗・気力・体力） 
 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

学校教育の目標は，「人間尊重の教育」を基盤として，２１世紀の担い手として主体的に生きることができ

る，心身ともに健康でたくましい人間の育成を目指している。そのためには，自然や人を愛し自他を慈しむ

ことのできる豊かな感性や強い体力・精神力を培ったり，自ら考え進んで学んでいこうとする意欲に満ちた

態度を身に付けさせたりする等，知・徳・体の調和のとれた人間の育成を図ることが大切である。 

さらには，一人の人間として，自分の生き方についての考えをもち，よりよい生き方を求め，自分らしく

生きていくとともに，社会の一員としての自覚と責任をもち，広い視野に立って，積極的に他と協調し連携

を図りながら，よりよい社会を築いていくために努力する能力や態度を身に付けさせていくことが学校教育

に求められる。 

これらのことを踏まえ，創立６９年の陽南小学校のよき伝統と校風を引き継ぎ，すべての教職員の力を結

集するとともに学校内外の物的・人的資源を最大限に生かし，児童一人一人の確かな成長を図る学校づくり

を進める。その理念と目指す学校像を次のように設定し，教育活動の充実につなげる。 

【理念】                    【目指す学校像】 

・安心と楽しさのある学校づくり         ・確かな学力を育む学校 

・ともに伸びる学校づくり            ・豊かな心を育む学校 

・家庭や地域から愛される学校づくり       ・健康な身体を育み安全な学校 

 
３ 学校経営の方針（中期的視点） 

全職員が信頼と和を基盤とした協働体制のもと,教育目標や学校のあるべき姿の具現化を目指し, 

次の６つ方針をもとに学校経営にあたる。 

（1） すべての児童の人権を大切にし，児童が教育活動の中で自分のよさや個性を発揮し自己肯定感や自己有

用感を感じることができる学校づくりに努める。 

（2） 小中一貫としての義務教育９年間を通した系統的な指導を通して，確かな学力の向上を目指し，基礎・

基本の確実な定着と「楽しく・わかる・できる授業」作りに努める。 

（3） 自他の生命を尊重し，児童一人一人が生き生きと安心して学校生活を送る中で，児童が自ら健康や体力

等の増進に取り組む学校づくりに努める。 

（4） 学校課題研修や教師の自己研鑽に基づいた校内研修を充実させ，教職員個々の指導力及び資質の向上を

図るとともに，一人一人の能力や特性を生かしながら，児童とともに伸びる学校づくりに努める。 

（5） 「地域の学校」として学校・家庭・地域社会が互いに連携し，信頼関係を深めながら地域の教育力を高

めるとともに，陽南地域学校園および小中一貫教育の積極的な取組により学校力の向上を図る。 

（6） 学校・家庭・地域社会が一体となり教育活動の充実を図るとともに，積極的に情報を発信するする開か

れた学校づくりに努める。 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

別紙２ 

陽南地域学校園教育ビジョン 
地域に根ざした豊かな心を育む小中一貫教育 

～子どもの自主的な活動を通して～ 



４ 今年度の重点目標（短期的視点） 
【学校運営】 

・学校経営のビジョンを教職員で共通理解し，協働して取り組む体制づくりを進める。 

・学校と家庭・地域の双方向的な関係を築き，学校内外の教育的資源の有効活用を図る。 

【学習指導】 

・「だれもが『楽しく・わかる・できる』授業の創造～ユニバーサルデザインの視点を取り入れた国語科授

業づくり～」の研究に協働して取り組む。 

○基本的な学習習慣の定着と個に応じた指導の充実を図る。 

【児童生徒指導】 

・基本的生活習慣を身に付け，時と場に応じて適切に判断し，自主的に行動できる児童を育成する。 

【健康（体力・保健・食・安全）】 

・自ら進んで心と体の健康づくりに取り組む児童の育成を図る。 

 ～自分の力に合っためあてをもち，主体的に運動する児童・自分の体に関心をもち，自ら健康で安全な

生活ができる児童をめざして～ 

 
５ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項 

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方 

向 

性 

評 価 

学

校

運

営

の

状

況 

Ａ１ 学校は，活気があり，

明るくいきいきとした

雰囲気である。 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

「学校全体に活気があり明

るくいきいきとした雰囲

気である」 

⇒保護者の肯定的回答率 

８０％以上 

① 児童一人一人が所属感と安

定感をもった居がいのある学

級作りに向けて，Ｑ－Ｕ検査

やアンケート・日常の交友関

係の観察により，児童の実態

を把握し，問題があるときは

すぐに対策を講じる。学年間

の連携も図る。 

② いじめの早期発見のため，

「学校をよりよくするアンケ

ート」を６月・１０月・２月

に実施し，実態を把握するこ

とで，児童が明るい気持ちで

生活できるようにしていく。 

③ いじめ・不登校の早期発

見・早期対応・解決に向けて，

児童指導委員会学年会・ブロ

ック会で情報交換し，教育相

談を６～７月と１２月に実施

する。また，学校の取組だけ

で改善することが困難な家庭

環境が背景にあると思われる

不登校については ，関係機関

（市教育センター・民生委

員・主任児童委員・児童相談

所・市役所子ども課）と連携

をするとともに，各担当から

も働きかけを行うようにし

て，改善を図る。 

④ 日常の指導で問題が起きた

ときは，児童指導主任・安全

主任・学年主任等と連携を図

って直ちに対策を話し合い，

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 87.7% 

保護者の肯定的回答率 91.2% 

・日常指導の中で各種アンケートを実施

したり，教育相談の機会を設けたり，問

題発生時には，早期対応を図り共通理解

の下に指導に当たってきたため，児童・

保護者ともに肯定的回答率が，指標を上

回った。 

 

【次年度への方針】 

・今年度に引き続き，児童一人一人の様

子に目を配り，些細な変化を見逃さない

姿勢を教師が保つと共に，問題発生時に

は，学校全体で連携を図り，早期発見・

早期支援に努める。全体での情報交換も

引き続き行う。 



対応策を学年に持ち帰って各

クラスで指導をするなどし，

素早い対応に努める。また，

職員会議の折に児童指導委員

会を開き，各学年の児童の様

子を伝え合い，全教職員が共

通理解のもと，児童育成に努

める。 

Ａ２ 教職員は，組織の一

員として熱心に教育に

当たっている。 

【数値指標】 

「先生方は大切なことを 

熱心に指導してくれる。」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

「教職員は，教えるべきこ

とを熱心に指導してい

る」 

⇒保護者の肯定的回答率 

８０％以上 

① 学校教育目標具現化に向け

た学校経営のもと，一人一人

を大切にし，児童のよさを認

め伸ばす学級経営に努める。 

② 児童の理解度をもとに，具

体物の操作や教材教具の工夫

や算数の習熟度別学習を取り

入れることにより，「分かる授

業」を展開し，基礎・基本の

確実な定着を図る。 

③ 教師自身の授業力向上に向

けて，一人一授業を実践し，

常に学び合う場を設定する。 

④ 授業参観後の懇談会や学年

だより等で，学校で指導して

いること，家庭で指導してほ

しいことを伝え，協力して指

導する。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 96.3% 

保護者の肯定的回答率 88.1% 

・教材教具やパソコン，インターネット

等の映像資料を有効活用できたことや，

算数の習熟度別学習が定着したことが

「分かる授業」につながり，児童・保護

者ともに肯定的回答率が，指標を上回っ

た。 

【次年度の方針】 

・引き続き「分かる授業」の展開を心が

け，基礎・基本の確実な定着を図るとと

もに，学年だよりや懇談会等で指導内容

を保護者に伝え，家庭との連携を図りな

がら家庭学習の定着を進める。 

Ａ３ 児童は，授業と生活

のきまりやマナーを守

り，秩序があり安全な

学校生活をしている。 

【数値指標】 

「児童（生徒）は，授業と

生活のきまりやマナーを

守って生活している。」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答率 

９０％以上 

① 学校の決まり「陽南のよい

子」に従って，全教職員の共

通理解のもと常時指導を継続

し児童にきまりやマナーが身

に付くようにする。 

② 「陽南授業・生活のきまり」

をもとに，児童に自分の生活

を振り返らせ，規範意識を高

め，判断力・実践力の育成を

図る。（振り返りは学年に応じ

て，年３回実施） 

③ 生活目標を朝の会等で唱和

させて意識化を図るととも

に，あいさつ，姿勢，言葉遣

い，返事などの目標を焦点化

し，スモールステップによる

定着化を図る。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 78.1％ 

教職員の肯定的回答率 74.2％ 

・「ようなん授業・生活のきまり」の実

施，振り返りを行うことで，児童が落ち

着いて生活できるようになった。しか

し，教職員・児童ともに肯定的回答率が

指標を下回った。児童の個人差が目立

ち，教職員の指導観の統一を図るのが困

難だった。 

 

【次年度の方針】 

・今後も目標を具体化，焦点化し，児童

に意識させると共に，教師が，児童の学

習態度や生活の様子についてよく見る

ことにより，具体的に賞賛する。 

Ａ４ 教職員は，分かる授

業や児童にきめ細やか

な指導を行い，学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

「先生方の授業は，分かり

やすく，一人一人に丁寧

に教えてくれる」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

① 十分な教材研究のもと，本

時の学習目標を明確にすると

ともに，児童の理解度に合わ

せた作業用紙やヒントカー

ド・ヒントコーナー・教材教

具を準備し分かる授業に努め

る。 

② 授業の中で児童の意見を取

り上げ，認め励ますなどして

生かすことで，自信をもって

自分の考えを表現したり伝え

合ったりすることができる児

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 95.2％ 

・昨年度同様，児童の理解度に応じた指

導や児童同士の学び合いに取り組んで

きたことで，児童の肯定的回答率が高

く，指標を 15.2％上回った。 

 

【次年度の方針】 

・今後も，校内授業研究会等を通して，

教師同士が互いに授業を見合い，学び合

う研修を継続し，わかる授業の指導の研

究に努める。 



童の育成を図る。 

③ 少人数担当との連携を図っ

た学年習熟度別学習や学級内

習熟度別学習・コース別学習

を行ったり，単元によって学

習体制を替えたりするなど，

学習形態や場の設定を工夫

し，効果的な学習の進め方を

追究することにより，児童の

理解が深められるようにし学

力向上を図る。 

④ 計画的な板書を心がけ，児

童が課題の確認や共有，焦点

化が図れるようにするととも

に学習内容の振り返りの場面

で活用できるよう構造的な板

書を工夫し，授業力の向上に

努める。 

⑤ 会話科の学習を計画的に実

施し伝え合う力の育成を図

る。また「聞き方・話し方の

きまり」の掲示物により意識

づけを行う。 

⑥ 週１回，朝の学習に算数に

おける数と計算の学習を系統

的に行うパワーアップタイム

を設け，基礎基本の定着を図

る。 

・授業では，児童のつまずきの具体例を

取り上げ丁寧に指導するとともに，保護

者にも学年だより等を通して，学校の取

組や児童の現状や変容を伝える機会を

増やす。 

Ａ５ 教職員は，いじめが

許されない行為である

ことを指導している。 

【数値指標】 

「先生方は，いじめが許さ

れないことを熱心に指導

してくれる。」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒保護者の肯定的回答率 

８０％以上 

① 人権週間，「いじめゼロ・に

っこり集会」等を通して，互

いを思いやることの大切さを

理解し自分たちの生活をより

よいものにしていこうという

意欲を高める。 

② 教育相談やアンケート調査

を通して，「いじめ」や「いじ

めにつながる行動」の早期発

見に努めるとともに，いじめ

が疑われる事案が把握された

場合は，いじめ防止対策委員

会を開催し関係教職員が組織

的に連携し，家庭の協力も得

ながら解決していく。 

③ 「学校をよりよくするアン

ケート」を６月・１０月・２

月に実施し，いじめを抑止す

るとともに把握した実態を懇

談会や学年だより等で保護者

に周知し家庭の理解を得なが

ら，児童にいじめが許されな

い行為であるという意識を定

着させる。 

④ 学年だよりの「にっこり広

場～いじめゼロの楽しい学校

を目指して」というコーナー

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 96.2％ 

保護者の肯定的回答率 76.5％ 

・人権週間やいじめに関する集会，教育

相談等を通して，児童の人権意識を高め

たりいじめの早期発見に努めたりした

ことで，指標を 16.2％上回った。一方，

保護者の肯定的回答率は 76.5％であり，

指標を 3.5％下回った。しかし，昨年度

と比べると 8.5％上がっていることか

ら，学年だよりの「にっこり広場～いじ

めゼロの楽しい学校を目指して」という

コーナーで教育活動の様子を発信した

ことが成果として表れている。 

 

【次年度の方針】 

・「学校をよりよくするアンケート」を

12 月にも行い，年４回の実施とし，いじ

め等の早期発見・早期解決に努める。 

・学校の「いじめ防止」に向けた取組を

学校だより，学年だより等を通じて，積

極的に家庭や地域に発信していく。 



で教育活動の様子を発信す

る。 

⑤いじめ防止に関する道徳の授

業を全学級行い，懇談会で説

明する。 

Ａ６ 日課，授業，学校行

事などの教育課程は，

適切に実施されている 

【数値指標】 

「私の学校生活や様々な活

動は充実している」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答率 

８０％以上 

 

① ゆとりと充実感のある学校

生活を目指し，行事の精選を

する。 

② 学校行事や児童会活動に，

児童が主体的に活動する場面

を多く取り入れ，児童の主体

性や企画・運営力を育てる。 

③ 宇都宮市小中一貫教育の方

針に従って，適切な時数を確

保し，夏季休業中１日，土曜

授業１日を含めて，知・徳・

体の調和のとれた教育課程の

編成・実施に努める。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 85.6％ 

教職員の肯定的回答率 100.0％ 

・学校行事や学年行事，児童会活動など

において，児童の主体的な活動を推進し

ているため，教職員や児童の肯定的回答

率が指標を上回った。しかし，児童の肯

定的回答率は，昨年度より 5％程度低く

なっている。 

【次年度への方針】 

・次年度は，児童の実態に適した行事に

なるように，行事を精選したり，行事に

対する児童の主体性や意欲が十分高め

られるように配慮したりしながら実施

していくようにする。 

Ａ７ 学校の公開や情報の

積極的な発信・提供が

行われている。 

【数値指標】 

「学校は，学校だよりや学

校公開などで，積極的に

情報を発信・提供してい

る」 

⇒保護者の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒地域の肯定的回答率 

８０％以上 

① 月１回配布の学校だより

（地域にも回覧）・学年だよ

り・保健だより・図書館だよ

り・給食だよりや学校ホーム

ページ等を通して，保護者や

地域住民に学校の具体的な取

り組みを積極的に発信し，学

校教育への理解が深まるよう

にする。 

② 年度当初に「学校経営方針」

を保護者に配布し，全保護者

に周知するとともに，オープ

ンスクールや学校行事の公開

により開かれた学校づくりの

推進に努める。 

③ ＰＴＡ運営委員会における

学校経営方針の説明や学級懇

談における学級経営方針の説

明などにより保護者が学校教

育への理解が深められるよう

にするとともに家庭の協力を

求めていく。 

④ 出前講座・音楽集会・児童

集会等の教育活動を今まで以

上に保護者に積極的に公開

し，学校教育の現状を見てい

ただくことにより，本校の教

育活動への理解を深めるよう

にする。 

Ｂ 

【達成状況】 

保護者の肯定的回答率 95.6％ 

地域の肯定的回答率 91.7％ 

・各種の便りや，ホームページに学校行

事の様子をアップしていること等によ

り，学校教育への理解が深められたた

め，保護者・地域の肯定的回答率が高く，

指標をそれぞれ 15.6％，11.7％上回っ

た。 

【次年度の方針】 

・学年だより等にホームぺージの告知を

載せることで，保護者・地域の人に関心

をもってもらう。 

・行事のホームページへのアップを実施

日に行うように，係が声掛けを行う。 

・公開する行事等について学年だよりな

どで，事前に情報を発信していく。 

Ａ８ 学校と家庭・地域・

企業等との連携・協力

を図った学校づくりが

推進されている。 

【数値指標】 

「学校は，家庭，地域，企

① ＰＴＡによる水曜日下校時

の立哨・みまもり隊，地域の

方々による青色パトロール隊

等に協力を依頼するととも

に，教職員が交代で下校パト

ロールを実施し，登下校時に

Ｂ 

【達成状況】 

保護者の肯定的回答率 93.3％ 

地域の肯定的回答率 100.0％ 

・ＰＴＡによる下校時の立哨・見守り隊，

地域の方々による青色パトロール隊な

どを実施し，児童の安全確保に努めた。



業等と連携・協力して，

教育活動や学校運営の充

実を図っている」 

⇒保護者の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒地域の肯定的回答率 

８０％以上 

おける児童の安全確保に努め

る。 

② 地域協議会の組織を有効活

用し，学校支援コーディネー

ターを中心に，学校を支援す

るボランティアを募り，学

校・家庭・地域との連携，協

力を深めるとともに児童の教

育・安全の充実を図る。 

③ 「人とのふれ合い活動」を

積極的に推進し，地域の教育

的資源（地区市民センター・

独居老人・幼稚園・保育園）

を活用して，コミュニケーシ

ョン能力の育成や相手を思い

やる心・助け合う心の育成に

努める。 

また，「まつぼっくり」「ＣＢＡ」の読み

聞かせや，「研究授業時の自習見守りボ

ランティア」を地域協議会にお願いした

り，地域の教育的資源の活用として「水

泳指導ボランティア」をお願いしたりし

た。そのため，保護者・地域の肯定的回

答率が高く，指標をそれぞれ 13.3％，

20.0％上回った。 

【次年度の方針】 

・引き続き，学校・家庭・地域が連携し

た教育活動を行っていく。 

Ａ９ 校内は，学習にふさ

わしい環境となってい

る。 

【数値指標】 

「学校は，清掃がしっかり

行われ，学習しやすい」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答率 

８０％以上 

① 校内掲示の決まりに合わせ

て，室内は整然と整えられ，

清潔感あふれ落ち着いた温か

い雰囲気の中で，学習に集中

できるように努める。 

② 縦割り班編成後，清掃場所

に適切な数の班を割り当て

る。毎日の清掃時には教職員

も一緒に清掃し，その場でも

発達段階に応じた具体的指導

を行う。また清掃マニュアル

を見直したり，清掃ボランテ

ィアの協力を得ながら児童が

清掃の方法を学ぶ場を設定し

たりすることにより，児童の

清掃スキルの向上を促す。 

③ 毎月の施設・設備の安全点

検により，修繕・補修を迅速

に行い，安全安心な学習環境

を整える。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 86.7% 

教職員の肯定的回答率 90.0% 

・校内掲示が計画的になされている。縦

割り班清掃では，上級生を中心に清掃活

動を行ってきたので，児童・教職員とも

に肯定的回答率は指標を 10％程度上回

っている。 

【次年度の方針】 

・清掃の方法については，児童に分かる

マニュアルを掲示し，しっかりと手引き

に沿って指導していく。 

・施設整備については，市に修繕依頼な

どの要望を継続的に行う。 

Ａ10 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取

組を行っている。 

【数値指標】 

⇒６年児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒６年保護者の肯定的回答

率８０％以上 

① 小中一貫教育のカリキュラ

ムを充実させる。（９年間を見

通した年間指導計画の作成） 

② 小中乗り入れ授業を実施し

地域学校園の小中の交流を促

進する。 

・陽南中学校の先生による６年

生への出前授業 

・中学１年生に関わった先生の

陽南中学校での授業 

③ 陽南小児童会と陽南中生徒

会が協力して「あいさつ運動」

を実施する。 

④ 陽南地域学校園５校（陽南

中，陽光小，緑が丘小，横川

西小，陽南小）による道徳の

授業研究・研修の取組を協同

で行う。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 82.4％ 

保護者の肯定的回答率 90.9％ 

・小中乗り入れ授業や小中合同のあいさ

つ運動，６年生の中学校訪問等を行って

いたため，６年児童・保護者の肯定的回

答率が，指標をそれぞれ 2.4％，10.9％

上回った。 

 

【次年度の方針】 

・小中の乗り入れ授業などの時に，小中

で交流している意義などを担任が指導

する。 



Ｂ１ 安全に行動できる資

質や能力を育成するため

に，関係機関と連携して

様々な取り組みを実施す

る。 

【数値指標】 

「自分は，安全や保健の学

習で，安全に行動するこ

と健康に害のあること・

やってはいけないことが

分かって，正しいことを

やろうと思う。」 

⇒児童の肯定的回答率 

９０％ 

⇒保護者の肯定的回答率 

８０％ 

① 安全に行動できる資質や能

力を育成するために，より具

体的・実践的な取り組みをし

ていく。特に自転車の乗り方

に関しては繰り返し指導す

る。 

○各学年で実施（警察と交通安

全教） 

・防犯教室〔警察スクールサポ

ーター〕（１年） 

・非行防止教室〔防犯会社〕（３

年） 

・自転車免許講習（４年） 

・防犯教室〔警備会社〕（５年） 

・喫煙防止教育〔学校薬剤師〕 

（５年） 

・スマホ・携帯電話についての

講座〔市教育委員会〕（６年） 

・薬物乱用防止教室〔警察〕（６

年） 

○全校で実施 

・警察スクールサポーターと不

審者対応避難訓練 

・消防署と地震対応避難訓練 

・交通安全教室〔県・くらし安

心安全課〕 

Ｂ 

【達成状況】 

 

児童の肯定的回答率 90.8% 

保護者の肯定的回答率 87.2% 

・児童及び保護者の肯定的回答率が，昨

年より下回ったが，目標の指標は上回っ

ている。さらに，教職員の肯定的回答率

は 90％を超え，今年度も取組が充実して

いたことが分かる。 

 

【次年度の方針】 

・ヘルメットを着用した自転車の乗車や

道路の正しい横断や歩行の在り方等を

実生活の具体的重点目標とし，さらに指

導を徹底したい。 

教

育

活

動

の

状

況 

生 

 

活 

Ａ11 児童は，進んで

あいさつをしてい

る。 

【数値指標】 

「児童（生徒）は，あ

いさつをしている」 

⇒教職員の肯定的回答

率８０％以上 

⇒保護者の肯定的回答

率８０％以上 

① 全職員が率先してあいさつ

し，学級輪番制によるあいさ

つ運動を通年実施し，児童会

と協力しながら元気なあいさ

つの意識化を図るとともに習

慣化を図る。 

② あいさつについて児童の意

識化図るため「あいさつをす

る意味」に言及し，学級指導

や授業などで継続的に指導す

る。また，意欲向上のために，

「あいさつ表彰」を実施する。

さらに家庭での指導も学年だ

より等で呼びかけていく。 

③ 高学年児童が下級生の模範

となれるよう指導の手立てを

工夫し，児童同士のあいさつ

への意識を高める。 

④ 家庭や地域学校園，地域協

議会と連携して，あいさつ運

動を推進する。 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員の肯定的回答率 83.9％ 

保護者の肯定的回答率 64.5％ 

・教職員の肯定的回答率は，指標より

3.9％上回ったものの昨年度よりも

7.3％下がった。保護者の肯定的回答率

は昨年度よりも 5.2％下がり，指標も

15.5％下回った。 

 

【次年度の方針】 

・「全職員が率先してあいさつ」を徹底

し，手本を示すことで，意識を高める。 

・児童会主催のあいさつ運動を定期的に

実施していく。 

Ａ12 児童は，正しい

言葉づかいをして

いる。 

【数値指標】 

「児童（生徒）は正し

い言葉づかいをして

いる」 

⇒児童の肯定的回答率 

① 生活目標で時と場に応じた

「言葉づかい」について取り

上げ，身に付くまで時間をか

けて指導していく。 

② 「ことばの時間」の活動を

通して自分の意思を表現する

能力を高めるとともにコミュ

ニケーション能力の素地を養

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 74.0％ 

教職員の肯定的回答率 74.2％ 

・児童の肯定的回答率は昨年度と比べて

2.9％下がり，指標を 6.0％下回った。教

職員の肯定的回答は昨年度と比べて

5.2％下がり，指標を 5.8％下回った。 

 



８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答

率８０％以上 

う。 

③ 道徳や学級活動の時間を活

用して，相手の気持ちを考え

た言葉づかいや話し方を段階

的に指導することにより正し

い言葉づかいの定着化を図

る。 

④言語環境を整えたり，ふわふ

わ言葉を意識させる掲示物を

作成したりして，児童の意識

化を図っていく。 

【次年度の方針】 

・児童への指導は，授業だけでなく日常

生活において繰り返し指導していく。ま

た，保護者への啓発も図っていく。 

健

康

・

体

力 

Ａ13 児童は，進んで

運動する習慣を身

に付けている。 

【数値指標】 

「児童は，休み時間や

放課後などに，進ん

で運動している。」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答

率８０％以上 

① 「うつのみや元気っ子チャ

レンジ」を奨励するとともに

教科体育において効果的な補

助運動を取り入れるなどし，

「ミニマム」達成を通した児

童の体力向上を図る。 

② 休み時間における屋外遊び

を奨励するとともに，運動に

関するイベントを企画して楽

しく運動する場を設け，運動

習慣の定着化を図る。 

③各学年の「ミニマム」の内容

や学校で行っている取組内

容，家庭において親子で取り

組める内容について，体育主

任を中心として積極的に保護

者へ向けて発信していく。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 86.0％ 

教職員の肯定的回答率 87.1％ 

・全体アンケートの結果，児童及び教職

員の肯定的回答率は指標を上回った。ま

た，保護者の肯定的回答率は 65.0％だっ

たものの，昨年度よりは 5.3％上回った。 

・児童委員会を中心に運動に関するイベ

ントを企画し，自分のペースで運動に親

しむことができた。 

【次年度の方針】 

・今年度に引き続き，長なわ大会やその

他の運動にチャレンジする機会を設け，

児童の運動意欲の向上を図る。 

・各学年の「ミニマム」の内容と達成状

況を学年だよりや学級懇談等を通して

保護者に知らせる。 

 【数値指標】 

Ａ１４ 児童（生徒）

は栄養のバランスを

考えて食事をしてい

る。〔全〕 

「自分は，好き嫌いな

く給食を食べてい

る」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

① オープンスクール等での朝

食摂取啓発ビデオ視聴また地

域学校園で作成した「食育フ

ァイル」を通して，食の大切

さを啓発していく。学級活動

や家庭科の授業において，栄

養教諭による食育指導の時間

を設けるなど，直接的な指導

を行う。 

② 食育だよりを活用して食事

のマナーや栄養素についての

意識を高めるとともに，地域

学校園で「お弁当の日」を同

日開催したり，アンケートに

より家庭の食への意識を把握

したりしながら，食に対する

意識向上を図る。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 75.4％ 

・児童の肯定的回答率は指標を 4.6％下

回ったが，昨年度よりは 3.1％上回った。 

・栄養教諭を中心に継続した指導を行っ

たことにより，児童の苦手なものでも少

しずつ食べようする意識の高まりがう

かがえる。 

【次年度の方針】 

・給食指導を通して変容した児童の様子

を学年だよりや学級懇談等に保護者に

知らせるとともに，家庭訪問や個人懇談

等において個別にも保護者に伝え，家庭

との連携を図る。 

Ｂ５ 児童は，休み時

間や昼休みに進ん

で校庭で遊んでい

る。 

【数値指標】 

「自分は，休み時間や

昼休みに進んで校庭

で遊んでいる。」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

① 友達などと一緒に外遊びを

行い，運動機能の向上やルー

ルを守って仲良く遊ぶ心の育

成を図る。 

② 学級全員で遊ぶ日（おおぞ

らタイム）を設け，みんなで

遊ぶ楽しさや体を動かす気持

ちよさを味わわせる。 

③ 友達やみんなで楽しく遊ぶ

ためのルールやマナーを考

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 81.0％ 

教職員の肯定的回答率 100.0％ 

・学級全体で遊ぶ日や縦割り班で遊ぶ日

（おおぞらタイム）を設け，屋外遊びを

奨励したことで，児童及び教職員の肯定

的回答率は，ともに指標を上回った。 

・保護者の肯定的回答率は 92.3％で，Ａ

13 の項目と比較すると，児童は校庭で活

発に外遊びをしている。 



⇒教職員の肯定的回答

率８０％以上 

え，守ることを通して，健全

な社会性の育成を図る。 

【次年度の方針】 

・校庭の使用ルールを確認し，すべての

学年の児童が安全で楽しく遊べるよう

に引き続き指導する。 

Ｂ６ 児童は栄養の役

割を考えて，食事を

している。（全） 

【数値指標】 

「自分は，給食で苦手

な食べ物も食べてい

る」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

① 学年や発達段階に応じて，

食事や栄養の役割を理解し，

体に必要なものを食べようと

する態度を培う。 

② 味覚が育つ大切な小学期の

健全な育成を図るとともに，

食事を通して学校生活のさま

ざまなことに前向きな姿勢を

養う。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 84.6％ 

・児童の肯定的回答率は指標を 4.6％上

回り，Ａ14の項目と比較すると 9.2％上

回っており，児童の苦手なものでも食べ

ようとする意識の高まりがうかがえる。 

【次年度の方針】 

・発達段階に応じて栄養の役割を理解

し，体に必要なものとして様々な食材を

食べることができるように引き続き指

導する。 

 Ａ15 児童は，進んで

学習に取り組んで

いる。 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答

率８０％以上 

 

① 「だれもが楽しく，分かる

授業」の展開に努め，「できる」

喜びを味わわせることで，学

ぶ意欲を喚起し，自ら学習に

向かっていける児童の育成を

図る。 

② グループ討論などの話合い

の場を意図的に設定し，コミ

ュニケーション能力の育成を

図るとともに，授業や活動後

に振り返りの時間を設け，自

分の頑張りや友達のよさを伝

え合うことで，自己肯定感を

高めたり友達のよさに気付い

たりできるようにする。 

③ 学校生活の様々な場面・時

間で，その都度，話し方・敬

語の使い方などを指導し，聞

き手を意識した話し方ができ

るよう指導していく。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 89.1% 

教職員の肯定的回答率 96.8% 

・一人一授業の取組や陽南地域学校園の

道徳の研究等を進め,その中で学び合い

の場面を意識して取り入れたことによ

り，児童，教職員共に，数値指標を上回

った。特に，教職員の肯定的回答率は，

昨年度より 5.9%上回っていた。 

【次年度への方針】 

・引き続き,授業で話合いの場を多く取

り入れ，コミュニケーション能力を高め

て行きたい。保護者の肯定的回答率

が,84.1%と昨年より 2.9%上回ったので，

学校での学習の取組を学校・学年だより

等で,今後も進んで発信していきたい。 

学 

 

習 

Ａ16 児童は，落ち着

いて学習に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

「児童（生徒）は，進

んで話し合うなど，

積極的に学習してい

る」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答

率８０％以上 

① ポイントを明確にした「よ

うなん授業・生活のきまり」

をもとに，落ち着いて学習す

る習慣を形成する。 

・授業の始まり・終わりのあい

さつ 

・良い姿勢 

・話の聞き方  

・片付けと次の準備 

② 話の聞き方や話し方を常時

指導しながら，基本的学習習

慣の定着を図る。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 78.9％ 

教職員の肯定的回答率 77.4％ 

・児童・教職員共に，肯定的回答率が昨

年度より数値目標を下回っており，「よ

うなん授業・生活のきまり」の意識付け

が定着されていない部分があると思わ

れる。 

【次年度の方針】 

・「ようなん授業・生活のきまり」の徹

底を図り基本的生活習慣・学習習慣を身

に付けさせていきたい。 

・児童一人一人の様子に目を配り，各学

年で共通理解のもと，児童の様子を伝え

合い，全職員が児童の学習態度や意欲の

育成に努めていきたい。 

 Ｂ２ 児童は家庭学習

の習慣が身に付い

ている。 

【数値指標】 

① 低中高の実態に合わせて作

成した「家庭学習のしおり」

と「家庭学習ヒント集」を活

用して常時指導し，基本的な

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 83.1％ 

保護者の肯定的回答率 68.5％ 

・児童の肯定的回答率は，昨年度より



「自分は家庭学習の習

慣が身に付いてい

る」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒保護者の肯定的回答

率８０％以上 

学習に対する姿勢を育てる。

また，課題の内容を工夫し，

個に応じた取り組みができる

よう支援する。しおりの配布

時や授業参観後の懇談会にお

いて説明の機会を作り，より

浸透させていく。 

1.7％上回っているが，保護者の肯定的

回答率は，5.3％下回り，児童と保護者

で肯定的回答率の結果に差が出る結果

となった。 

【次年度の方針】 

家庭学習が，より定着していくために，

低学年のうちから宿題の習慣を付ける

とともに，学年に応じた家庭学習の取り

組み方を，「家庭学習のしおり」などを

使って児童や保護者に伝えていく。 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ３ 「本とのふれ合い」

を積極的に推進し，読書

の楽しさを味わわせ，豊

かな感性と逞しく生きる

力を培う。 

【数値指標】 

「自分は本を読むことや図

鑑などを見ることに興味

をもって，読書に親しん

でいる。」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答率 

８０％以上 

① 多くの本との出会いと読書

の楽しさを味わわせるため

に，週２回の読書の時間を日

課表に位置づけ，月２回ボラ

ンティアによる読み聞かせを

実施していく。 

① 多読賞表彰や図書コーナー

の充実（図書館だより，児童

の読書の記録，おすすめの本

の紹介などの掲示）により本

に親しむ環境作りに努め，児

童の読書意欲の向上を図る。 

③ 全教科の調べ学習に対応で

きるよう，必要とされる時期

に必要な本の整備に努める。 

④ 読書の習慣化を促すため，

「家読」を家庭に呼びかける。 

⑤ 週２回の朝，図書館の開館

をする。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 80.8％ 

教職員の肯定的回答率 96.8％ 

・昨年度までの取組を継続し，さらに読

書に関連する企画を増やしたところ，児

童の本と触れ合う機会が多くなり，肯定

的回答が増加した。 

【次年度の方針】 

・図書だより，掲示板，司書による呼び

かけなどでおすすめの本を紹介したり，

読書週間や図書との関連イベントを実

施したりして，児童の読書への関心を高

め読書意欲の向上につなげる。 

・「家読」について，図書だより，学年

だよりで啓発したり，保護者会にも読書

により培われる能力や感性について話

してもらったりして，推進を図る。 

・市立図書館との連携を図ったり，新聞

等の資料を整備したりして，充実した調

べ学習ができるよう支援に努める。 

 Ｂ４「人とのふれ合い」の

推進により，相手を思い

やる心や助け合う心を養

う。 

【数値指標】 

「縦割り班活動では，他の

学年の人とも協力しなが

ら楽しく活動することが

できた。」 

⇒児童の肯定的回答率 

８０％以上 

⇒教職員の肯定的回答率 

８０％以上 

①縦割り班を主体とした活動

（年２回の子ども集会・ふれ

あい給食・清掃班活動）を設

定し，異学年交流の中でコミ

ュニケーション能力を育成し

たり，思いやりの心や助け合

う心を養ったりする。 

② 登校時のふれあい，地域の

方とのふれあい，高齢者との

交流，学校支援ボランティア

感謝の会等様々な場面におけ

る交流活動の中で，児童一人

一人のコミュニケーション能

力の育成を図っていく。 

Ｂ 

【達成状況】 

児童の肯定的回答率 91.2% 

教職員の肯定的回答率 96.8% 

・縦割り班清掃や子ども集会などの異学

年交流を継続して行ってきたことに加

え，本年度は，おおぞらタイムを使って

の「にっこり班遊び」が軌道に乗ってき

たことで，協力し助け合う気持ちが育

ち，人間関係が深まり，児童の肯定回答

率が指標を 10%以上上回った。 

・地域の方や学校支援ボランティアの方

と交流する機会を，各教科や総合的な学

習の時間に計画的に取り入れ，充実した

学びができた。また，児童一人一人が感

謝の気持ちを表すことができたので，地

域の肯定回答率は 100%だった。 

【次年度の方針】 

・次年度も引き続き今年度の取組を継続

し，縦割り班活動を充実させることで，

思いやりや助け合う心を更に養ってい

きたい。 

 
 
 
 



〔総合的な評価〕 
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
総合的にみると，学校運営の状況，教育活動の状況，健康・体力，学習，本校の特色・課題等の多くの事項について概ね数値

目標を達成することができたが，肯定的回答が 80％に達しなかったものや数値目標を達成しても昨年度より下回ったものなど，

次年度への課題を残した。 

【学校運営について】 

・教職員は，学習や生活の様々な場面で児童を認め励ましたり，分かる授業のために指導法の工夫改善に努めたりしたが，さら

に一人一人に寄り添い，自己有用感を高める努力が必要である。 

・各学年で地域の方や教育支援ボランティアとともに体験的な活動を行ったり，外部講師を招いて出前講座を行ったりして，教

育的効果を上げている。 

・陽南地域学校園小中５校で次年度より実施される「特別の教科 道徳」の研究を協同で行い，１２月に市内の教職員に向けて

研究授業の発表を行った。研究においては，小中の連携を図るとともに小学校同士の研究交流も深め，次年度の実施に向けて

見通しをもつことができた。 

【学習指導について】 

・「ようなん授業・生活のきまり」の共通理解と指導の徹底を図り，落ち着いて話を聞く，進んで話合いに参加するなど基本的

な学習態度の育成に努めていくとともに，新学習指導要領に沿った「互いに学び合う」学習も積極的に進めていく。 

・陽南地域学校園協同で作成した「家庭学習のヒント集」の活用を図り，学年や自分に合った家庭学習を進んで行う態度の育成

に努める。 

【児童指導について】 

・あいさつ・言葉づかいについての肯定的な回答が，児童，保護者，教職員ともに大きく目標を下回っている。和やかな人間関

係の形成を土台に，その場にあったあいさつやぬくもりのある言葉づかいを教職員が率先して行うとともに，家庭や地域と協

力してより良い言語環境を整え，児童の豊かな言語を育てていきたい。 

・児童が互いの良いところや行いを認め合う「きらりカード」の活用促進を図るとともに，さらに善行についての表彰を行うこ

とによって自己有用感を高める取組を行っていく。 

【健康体力・食育について】 

・児童は休み時間等，校庭で元気に外遊びを行い，体を動かしている。体を十分に動かす気持ちよさを通して運動への意識へと

高めるとともに，ルールを守って仲間と運動する楽しさを通してより良い人間関係の形成に努めたい。 

・給食では，栄養教諭を中心とした指導のもと，苦手な食材でも少しずつ食べようとする意識が育ってきている。継続して指導

するとともに，児童の変容等を保護者に伝え，家庭と協力を図っていく。 

【特色ある学校づくり「本・人・自然とのふれあい」について】 

・多読賞の表彰などを通して，児童の読書への意欲が高まってきている。また，読み聞かせボランティアによる朝の読書活動に

も積極的な態度で臨んでいる。さらに本とふれ合う時間を増やすため，家庭との連携を深め「家読」の活性化を図っていきた

い。 

・縦割り班活動では異学年交流が図られ，特に上級生が下級生を優しくめんどうを看る姿が見られた。また，地域のお年寄りと

ふれ合う機会もあり，児童は人とのふれ合いを心の糧としている。より交流を深めていくことで，より良い人間関係を築くコ

ミュニケーション力を育てていきたい。 

・陽南の森など広い校庭を生かした生活科や総合的な学習の時間などの自然とふれ合う体験的な活動を推し進め，四季や動植物

の変化を感じる豊かな心の育成を図る。 

 
６ 学校関係者評価 

○学校運営の状況においては全ての項目について，十分に数値目標を達成することができたものの，教育活動の状況におい

ては児童の言葉づかいやあいさつ，授業中における学習態度や家庭学習などの項目について肯定的割合が目標数値を下回

った。 
○アンケートへの自由記述や学校評価についての話合いにおいては，以下のような意見が述べられている。 
・登下校などの様子からは，上級生が下級生の面倒をよく見て，みんなで楽しく活動していることが分かる。 
・児童の様々な問題に学校が組織的に取り組んでいる姿勢が感じられる。 
・あいさつ・言葉づかいについては，学校・家庭・地域が互いに協力して取り組んでいく必要がある。 
○今後も本校の学校運営の状況，教育活動の状況，健康・体力，学習，本校の特色などについて積極的に公表し，保護者や

地域の理解が深まるように努める。また，地域や保護者からの声を学校運営に反映し，改善を図り，家庭・地域と連携し

た教育活動の充実に努める。 
 
７ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
○今後も，本校の学校運営の状況，教育活動の状況，健康・体力，学習，本校の特色などについて積極的に公表しながら，開か

れた学校づくりに努め，今年度の取組を継続・発展させながら，学校と保護者，地域が協力・連携を図り，地域に信頼される

学校づくりを推進する。 
◇次年度に向けての方向性 

「安心と楽しさのある学校づくり」「ともに伸びる学校づくり」「家庭や地域から愛される学校づくり」の理念を継続し，以

下の学校像を目指して全職員が学校経営に参加しながら取り組んでいく。 
≪確かな学力を育む学校≫ 
○教師の授業力の向上       校内研修の充実，分かるできる授業の研究・実践 



○基本的学習習慣の定着      「ようなん授業・生活のきまり」の徹底 
○家庭学習の習慣化        家庭学習のしおりを活用した家庭との連携強化 
≪豊かな心を育む学校≫ 
○人権意識の向上         人権週間・いじめゼロ集会の工夫，教育相談の充実，道徳教育の充実 

教職員によるいじめの早期発見・迅速な組織的対応 
自己肯定感・自己有用感の向上の工夫 

○基本的生活習慣の定着      「ようなん授業・生活のきまり」の徹底 
○あいさつの定着         家庭・地域と連携したあいさつ運動の推進，教師の率先垂範 
○場に応じた言葉づかいの定着   学級活動及び道徳教育の充実，言語環境の充実 
○読書習慣の定着         読書指導の充実（読書週間・読書集会），読み聞かせの継続，市図書館との連携 

読み聞かせの継続（ボランティア・教師），家庭の協力を得た家読の推進 
≪健康な身体を育み安全な学校≫ 
○運動習慣の定着         運動意欲の向上を図る工夫（業間・休み時間の運動促進，チャレンジ種目の設定，児童主

体の運動イベントの企画・実践） 
○好ましい食習慣の定着      食育指導の推進及び家庭との連携（給食だより・食育ファイル，お弁当の日振り返りカー

ドの活用），栄養教諭による個別面談の充実 
○安全に行動できる能力育成    警察や消防署，学校薬剤師と連携した授業の充実（避難訓練，交通安全教室，防犯教室，

薬物乱用防止教室，喫煙防止教育，自転車免許講習，ＳＮＳやスマホ・携帯電話について

の講座など） 
 


